
東日本大震災 被災寺院現状報告 

 

寺院：宮城県第５教区第１３０番保昌寺 

住所：宮城県刈田郡蔵王町大字平沢字諏訪舘２８－１ 

 

寺院の被害 

・ 地震により、本堂、山門、会館が一部損壊し、庫裡が半壊した。 

・ 境内の土木構造物にも被害が生じている。 

寺院の現状 

・ 子どもが産まれ、三世代で生活している。 

・ 環境は震災前に戻っているが、経済的な問題を心配している。 

檀信徒の現状 ・ 多くの檀信徒が被災しているが、居住先はほぼ把握している。 

地域の現状 ― 

復興の状況 

・ 復旧の目途は立っており、９割程度進んでいる。５年以内の復旧完了を予定

している。 

・ 復旧について、檀信徒からの寄付は望めない。 

（Ｈ２５.７.２０現在） 

     

（撮影Ｈ２５.９.３０） 


